


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(2o） ｊｊｊｊ１０５１４３５３朗色諏個帥但咄包ＬＬＬ島 １⑪”６鋤１の７，》皿伍、肥偏Ｐ期』⑩別伍、Ｐｐ２５１１２２ 3,202（100）3,361（100）4,205（100）4,983（100） ０３７８①●●■１１３５１１１１
門への工場の進出であり、その結果としての兼業工場の比重の顕著な上昇であった。紡糸生産戯は一九○二年の五七
三百万封度から一九一一一’一一一一年の六八八百万封度へと約二○％の増加にとどまっており、工場の布生産麓はこの間
表７のように一一倍以上にふえている。この紡縦部門の発展鈍化は、一つは二○世紀初頭以来の綿糸輸出の減少による
も
の
で
あ
り
．
こ
れ
は
ボ
ン
ベ
イ
が
以
前
に
も
っ
て
い
た
東
洋
に
お
け
る
先
進
性
の
利
点
Ｉ
労
働
の
熟
練
と
墓
に
お
け
る
利
点
ｌ
を失うとともに、日本や支那の一一交代労働制や異なる原料埜盤などの利点にたちうちしえなかったことを示す。また
表81913-14年のインドの綿糸輸入と生産
（百万封度，％）』イ
ギ
リ
ス
綿
工
業
の
停
滞
化
と
イ
ン
ド
市
場
一九一
4【
Ｈ
】
Utley，ｏｐ、
383-4頁。
Cit.,ｐ､283.中野．石田共訳，前掲番
他方国内市場においては、既に一九世紀末に手紡の解体をほ三終えていた以上、そ
の拡大はイギリス製品との競争拡大や「細糸」への進出という困難を伴わざるをえ
なかった。この間「細糸」への進出はある程度進み、大戦直前には表８のように三
○番手以上も多少生産されるに至っているし、また糸の段階での輸入の排除も三○
－四○番手でもかなり進んでおり、それによって糸輸出の減少をカヴァーして余り
ある国内消澱増大をともかくも実現しえた。
しかしそれにもかかわらず、綿布の形での外国製品の排除は決して審易ではなか
った。先の表７のように、インド綿工場は紡績部門の停滞を織布部門の拡大によっ
て
カ
ヴ
ァ
ー
し
、
国
内
向
け
の
工
場
制
布
生
産
は
一
九
世
紀
末
以
来
三
倍
余
に
拡
大
し
て
い
る
が、その多くは手織業（インド機械制紡績糸を主たる原料とする）の相対的低下に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
綿
製
耐
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
唱
え
る
ス
ワ
デ
シ
運
動
の
展
開
に
も
か
か
わらず、また国産布と輸入布との競争範囲がこの間ひきつづき拡大していったにも
かかわらず、イギリス綿布のシェアの低下はわずかにすぎなかった。そして、そのことによって紡績業を含むインド
（２）
綿
工
業
の
発
展
が
も
う
一
つ
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
このような国産糸ｌ布生産の限界ないし製品の高級化の困難は、一つには主原料たるインド綿花の質が悪く、高級
品や細物の生産に不適当であったこと、また一つにはイギリス布が既に長年の間インド人の相対的に高級な布への需
要を満たしつづけてきた結果として、都市のみでなく田舎においても「高級布」におけるイギリス製品への選好が強
固に確立されており、それにくいこむことが容易でなかったこと、また一つには労働力の質や生産技術の点からイン
ド布の多くはイギリス布の仕上りに比して劣っていたであろうこと、によるものである。それはともかく、ここにイ
ギリスの競争力の強さとインド工業のくいこみの困難さがうかがえるのであり、競争範囲の拡大にもかかわらず、イ
ギ
リ
ス
布
の
イ
ン
ド
消
費
に
お
け
る
シ
ェ
ア
は
か
な
り
よ
く
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
の
イ
ン
ド
の
綿
布
消
費
の
動
向
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
点
は
、
先
の
表
７
の
よ
う
に
一
人
当
り
の
消
費
鮭
が
こ
（３）
の
間
か
な
り
大
き
く
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
前
に
つ
い
て
同
じ
推
定
が
な
い
の
で
確
か
な
こ
と
は
い
え
な
い
し
、
ま
た
こ
の
間大飢鐘による消費減少からの回復や、多少とも残されていた手紡Ⅱ手織（それはこの表には含まれていない）の減
少があったであろうし、また一九一二’三年はブーム的状況もみられたから、その点も考慮しなければならないが、
それにしてもこの増加は停滞的インドにしてはかなり大きいといえよう。他方先の表５のように、大飢健が少なかっ
た
こ
と
と
も
関
連
し
て
こ
の
間
の
人
口
増
加
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
。
以
上
の
両
者
あ
い
ま
っ
て
、
イ
ン
ド
の
綿
布
消
費
鍵
は
か
な
り
大
き
な
増
加
を
示
し
、
そ
れ
が
イ
ン
ド
綿
工
業
の
競
争
激
化
を
緩
和
し
、
イ
ギ
リ
ス
布
輸
入
の
拡
大
を
も
た
ら
し
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う。また一人当り消費の増加は、一般大衆の所得増加を伴なった限り、多少とも需要の「高級化」をもたらし、イギ
九
リスに有利な影響をもたらしたかも知れない。そして、この一人当り消費増加はおそらくこの時期の世界的な農産物
の値上りによる農業ないし農業国の交易条件の好転と無関係ではなかったと思われる。
以上、イギリス及びインドの機械制綿工業の手紡の駆逐後におけるイギリスの綿製品の対インド輸出はもはやとう
てい昔日の如き発展をみることはできなかったが、この時期には一方でのインド製品の「高級化」の困難とイギリス
綿工業の「高級品」における伝統的ないし生産力的優位により、インド工業によるイギリス製品排除の進行が少なか
ったために、他方ではインド農業ないし農産物にとっての有利な国際的環境や自然条件の存在により、インド綿布市
場全体の拡大がかなり大きかったために、あるいは換言すれば、競争範囲の拡大によって生じるインド工業のイギリ
ス製品排除が多少とも進行したにもかかわらず、後者の市場拡大によってそれが充分に相殺されたために、イギリス
綿製品のインド向け輸出は一九世紀末の停滞をあるていど克服することができたのである。そして、これを一つの主
要
な
原
因
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
綿
工
業
も
平
時
と
し
て
は
最
後
の
ブ
ー
ム
期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
（１）以下のインド綿工業の発展についても主に旨允一】国・円一］のＯ・冒二巨三⑫。［】且旨》ロ冨己・》臼’三による。
（２）なお表７の綿布の統計を綿糸ベース（百万封度単位）に換境して、先の表３と同様の仕方で糸布全体の輸入と国産との比
較をすれば、一九世紀末で輸入が消費の六○％、一九一二－一一一年で五六％となり、全体としてもこの間のイギリス製船の後
退はわずかなものにすぎなかったことが判る。
（３）なお、註２に述べたような換算の結采によると、表７の一人濁りの綿布消費蛾は、一九世紀末で一一・三封皮弱、一九○一一
’一一一年で二・一一一封度強、一九○七’八年で二・八封皮、一九一一一一一一年で一一一・一一封皮となる。これは先の表３と対比しうる数
字であるが、本文にのぺる毎年の特殊珈怖を老雌するとき、一八八○年頃の先のエリソンの仮定（一人当り二・五封皮）も
決して不当なものではないことが判ろう。
イ
ギ
リ
ス
綿
工
業
の
停
滞
化
と
イ
ン
ド
市
場
九
